
著

εIe' 
屯

皮

十丘

抗

膚

通

原

ー一-3一一ー

序

言

第
一
編
皮
膚
通
電
抵
抗
就
中
共
の
基
本
的
研
究

第

一

寧

絡

宮

第

二

訴

測

定

鍛

第

一
項

笑
瞬
、
周
皮
膚
通
泡
測
定
総

第
二
項
臨
床
用
皮
成
過
也
測
定
締

川
良
導
点
電
流
金
制
定
装
鐙

ω
良
川
押
絡
探
索
装
置

ω
良
噂
点
探
索
装
置

第
三
話
メ
チ
レ
ン
背
皮
膚
沼
山
肌
輸
送
法
に
閲
す
る
研
究

第

四

草

自

律

神
経
剤
注
射
む
皮
膚
通
低
騒
抗
に
及
ぼ
す
影
響

第
五
章
皮
膚
通
電
抵
抗
と
圧
痛
及
び
電
流
痛
に
関
す
る
研
究

第
六
章
施
灸
後
十
分
時
皮
膚
の
諸
点
に
於
け
る
通
電
抵
抗

ρ
変
化

第

七

章

電

庄

の

変

化

に
よ
る
皮
府
通
低
低
流
量
D
変
化

第
八
怒
霞
織
広
よ
る
皮
尚
通
低
紙
抗
の
変
化

第

九

章

不

感

務

地

と
皮
崎
通
常
抵
抗

第

十

京

総

括

と

結

綿

l

第

二

編

良

導

絡

に

関

す

る

研

究

第

一

章

緒

言

第
二
軍
良
潟
絡
の
形
態
に
関
す
る
研
究

其
の
}
良
溶
絡
む
形
態

其
白
ニ
腰
部
、
手
掌
及
び
顔
面
白
通
信
抵
抗
D

一
例

古島、、
<-

京

良

導

絡

〈七〉

ー、

" 

大

生

谷

義

雄

理

中

其
の
三

三

叉
叫神
経
痛
の
分
析

其
の
四
背
部
の
通
低
抵
抗

其
の
五
良
導
絡
に
於
け
る
プ
ロ
カ
イ
ン
注
射
の
影
響

其
の
六
打
援
に
よ
る
可
。
良
穂
絡
の
変
動

第

三

意

良

導

絡
L
C

内
僚
と
の
関
係

第
四
お
代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究

第

五

立

皮

膚
通
常
、
通
過
電
流
量
の
比
較
に
閲
す
る
研
究

第
六
寧
日
常
生
活
が
良
導
絡
に
及
ぼ
す
膨
轡

第

七

諮
問
-
良
導
絡
上
の
各
良
捕
時
点
刺
激
が
そ
の
各
々
の

R

良
導
点
に
及
ぽ
す
彩
響

第
八
車
問
一
良
穂
絡
上
の
新
良
潟
点
応
対
す
る
刺
激
が
他

の
良
導
絡
に
及
ぼ
す
影
響
諸

第
九
章
五
伝
導
方
向
に
閲
す
る
研
従

.
第
十
翠
五
伝
噂
方
向
と
奥
部
曲
線
抑
制
級
に
関
す
る
拝
礼
究

第
十

一
章
太
部
定
位
の
通
電
抵
抗
に
関
す
.
る
研
究

第
十
二
軍
左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係

第
十
三
章
表
出
掛
良
導
絡
の
相
関
関
係

第
十
四
翠
良
導
絡
の
興
奮
点
及
び
抑
制
点
の
研
筑

第
十
五
翠
刺
激
の
額
類
及
び
ま
と
そ
の
良
導
絡
へ
の
影
響
K
-関
す
る
研
筑

第
十
六
窓
会
良
導
給
制
盤
と
そ
の
分
析
伝
聞
す
る
研
筑

第
十
七
草
反
応
良
潟
庶
民
関
す
る
研
究

第
十
八
章
総
括
及
び
結
論

参

考

文

献
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第
十
三
章

表
裏
良
導
絡
の
相
関
関
係

第

-

項

緒

言

左
右
良
導
絡
を
調
整
す
る
と
.
疾
病
の
症
状
が
軽
減
消
失
す
る
場
合
も
あ
り
、
叉
そ

の
症
状
が
変
化
し
だ
り
、
或
は
全
く
変
化
の
無
い
ζ
と
も
あ
る
。
叉
赤
羽
氏
の
知
熱

感
度
測
定
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
乙
の
様
な
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、

調
整
し
よ
う
と
し
た
左
右
良
導
絡
は
な
る
程
調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
表
裂
の
関
係
.

で
か
え
っ
て
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
乙
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
o'
表
裏
の
関
係
.

と
は
、
Mm
国同・
l
肘
国
a

一

肘

吋

-
1
M
m
司
令

母
国

M
l計
図
。
一
計
】
吋
一
-
l
t
計
司
会

Mm回総
l
N何
回

以

一

附

句

ぬ

l
M刊
司
h
H

.
齢
国
防

i
前

回

目

.

一

計

司

ω
l計
匂
a

M何回
ω
l
N
m
出

品

一

附

句

ω
l肘
円
悼

計
図
ω
l計
出

時

一

計

匂

ω
l計
句
品
の
関
係
で
あ
る
。

ζ

の
様
に
表
裏
の
関
係
に
影
響
が
出
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
様
な
関
係
に
な
っ

て
い
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
っ
て
本
検
裕
一
を
試
み
た
。

第

二

項

実

験

川

実

験

資

料

皮
内
鍛
刺
激
突
験
患
者
山
名

灸
刺
激
突
験
患
者
U
名

~

弘
注
射
針
刺
激
実
験
患
者
4
名

前
章
の
①
②
⑨
④
デ
ー
タ
ー
を
使
用

ωγ
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

ω
実
験
方
法

患
者
の
代
表
良
導
点
別
ケ
所
で
通
電
抵
抗
を
測
定
し
、
皮
内
獄
、
灸
-
弘
注
射
針
、

刺
激
を
輿
え

.
m分
後
、
再
度
、
同
一
部
位
(
代
表
良
導
点

ω
ヶ
所
で
通
電
抵
抗
を

測
定
し
た
。

ω
実
験
成
績

①
@
@
@
デ

l
F
ー
よ
り
、

表
裏
良
導
絡
の
関
係
で
皮
内
銀
、
弘
注
射
針
、
灸
刺
激
を
興
奮
性
の
高
い
側
に
輿
え

た
場
合
と
、
低
い
側
に
輿
え
た
場
合
の
反
応
の
型
と
そ
の
例
数
は
次
の
如
く
で
あ
る

側

一

い
一
例
例
例
倒
例
例
例
例
一
一
倒
例
例
例
例
制
例

寓一
6
3
1
2
3
2
1
1
一

-
N
6
A
5
3
2
包

一

係

訓

一

一

一

.
関
(
一
性
一
型
型
型
型
型
型
型
型
一
一
型
型
型
型
型
型
型

•. 

一つ一!?一奮一
G
A
E
I
F
L
H
C
一壮

F
A
H
L
B
D
E

針一

一

以

一

一

鋸

一

興

一

一

s

O

x

o

o

o

o

J
峨
峨
峨
m
m
m
m
m

一
純
二
|
寸
1
1
1
1
1
1
1一
大
寸
1
1
1
1
1
1

射一
2
2
2
1
;

一
賜
一
川
一
問
一
明
調
例
倒
倒
倒
例
一
糊
例
例
例
目
倒
倒
例
町
例
例
注
一
諸
国
間
諸

国

B
2
v
〓t
t
i
s
-
2
4
1
-
9
9
8
6
6
4
3
3
2
2
1
1
-
.

一裏

l
一例寸

i
:

一J

J

Z

-
一
表
一
性
一
型
型
型
型
型
型
型
型
一
望
型
型
型
型
型
型
型
型
型
型

一奮一
G
A
I
E
L
F
υ
B
一一
B
A
瓦

G
C
E
D
I
E
-
L

一

興

-

-

一

一

x

x

x

第 77表

第

三

頃

考

按

皮
内
鍛
で
表
袈
良
導
絡
の
関
係
で
興
奮
性
の
低
い
側
に
刺
激
を
輿
え
.
る
と

G
型、

に
型
.
C
型
が
多
い
、
乙
れ
は
完
全
.
不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
す
る
。
興
帯
性

の
高
い
側
に
刺
激
を
奥
え
る
と
G
、
A
.
F
1
型
が
多
く
G
、
A
、
型
は
反
シ
l

ソ・

1
現
象
を
呈
す
。
乙
の
乙
と
で
皮
内
鍛
刺
激
は
G
.
A
、
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る

.
と
解
さ
れ
る
。
灸
刺
激
を
興
滋
性
の
低
い
側
に
興
え
る
と
日
裂
は
反
シ
ー
ソ
ー
現
象
一

を
呈
し
、

A
型、

K
、
G
、

c、
t
型
の
凶
例
は
不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
し
て
一

い
る
。

B
、
J
型
は
同
程
度
の
変
化
で
関
係
な
く
、

B
、

D
、
H
、
L
型
民
例
が
反
一

シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
し
て
い
る
乙
と
に
な
る
百
灸
を
興
奮
悦
の
高
い
側
に
奥
え
る
と
・
一

F
、
H
、
L
、
B
、

D
型
出
例
は
完
全
、
不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
し
、

E
型
は
一

同
程
度
の
変
化

.
A
型
6
例
が
反
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
長
し
て
い
る
。
随
っ
て
灸
で
は
一

皮
内
織
と
は
呉
り
、
興
奮
性
の
高
い
側
に
施
灸
し
で
も
、
興
奮
性
の
低
い
側
広
施
灸
一

.
し
で
も
、
表
裂
の
興
奮
性
を
調
整
す
る
様
に
働
い
て
い
る
。
即
ち
表
裏
の
興
奮
性
の
一

高
い
側
、
低
い
側
何
れ
に
刺
激
を
輿
え
て
も
シ
下
ソ

1
現
象
を
呈
す
る
場
合
が
多
い
一

第

四

項

結

語

.

‘

.

一

表
袋
良
識
絡
の
興
奮
性
の
低
い
側
に
、
皮
内
誠
、
灸
刺
激
等
を
与
え
る
と
、
完
全
¥

不
完
全
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
す
る
事
が
多
い
。
対
之
興
奮
性
の
高
い
側
に
同
様
の
刺



激
を
与
え
る
と
反
シ
ー
ソ
ー
現
象
を
呈
す
る
乙
と
が
多
く
、
灸
刺
激
で
は
シ
ー
ソ
ー

現
象
を
呈
す
る
ζ
と
が
多
い
。
州
側

第
+
四
章

良
導
絡
の
興
奮
点
及
ぴ
抑
制
点
の
研
究

一一-5-

第

一

項

緒

言

古
典
経
絡
に
は
補
穴
、
潟
穴
と
謂
う
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
補
穴
に
刺
激
を
与

え
れ
ば
、
そ
の
経
絡
は
補
せ
ら
れ
、
潟
穴
に
刺
激
を
与
え
る
と
.
そ
の
経
絡
は
潟
せ

ら
れ
る
と
の
謂
で
ゐ
る
。

各
経
絡
上
に
は
補
穴
と
潟
穴
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ロ
葉
物
に
よ
っ
て
も
経
絡

の
補
鴻
刺
激
を
与
へ
得
る
と
し
て
い
る
。
例
之
‘
.
肺
経
を
補
ゲ
薬
物
は
筒
骨
建
肉

肉
豆
夜
、
五
倍
子
、
潟
に
は
釈
殻
、
桃
仁
、

.大
賞
、
等
の
如
く
で
あ
る
。

ω

.
各
経
絡
の
補
穴
潟
穴
と
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
げ
ら
灯
て
い
る
。

-

l
溺
l
g凋
l
創
乙
れ
を
良
導
絡
的
見
解
か
ら
眺
め
る
と
、
そ
の
良
導
絡

蒲
蝿
E
一
吠
問
実
問
|
一
の
興
奮
性
を
高
め
る
点
と
、
そ
れ
を
低
下
せ
し
め
る
点

芯
包
経
一
中
街
一
犬
殴
一

芯
心
協
同
:
ヲ
精
一
判
明
一
と
が
考
え
ら
れ
る
、
前
述
の
興
奮
線
と
抑
制
線
と
同
様

示
腸
経
一
後
路
一
小
海
一

三
一
剣
仲
間
ん
関
節
一
恥
樹
一
表
生
理
学
上
、
克
確
な
言
葉
で
な
い
が
、
概
念
の
把
握
が

究
院
組
一
蜘
脳
一
コ
時
一
花

蕨
創
」
刻
樹
一
昨
日
第
し
・や
す
い
の
で
、
興
奮
性
を
高
め
る
点
を
興
奮
点
、
そ

爾
純
一
制
限
一
断
矧
一
れ
を
低
下
さ
せ
あ
点
を
抑
制
点
と
名
づ
け
た
。
補
穴
と

議
蹴
経
一
頃
機
一
棟
崎
一
興
奮
点
潟
穴
と
抑
制
点
と
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
知

直
経
一
侠
恥
知
恵
舗
一

南
悔
し
椴
悔
し
隙
炉
」
'
り
度
い
の
で
一
応
補
穴
湾
穴
を
用
い
て
そ
の
良
否
を
し

ら
べ
た
。
乙
L
で
問
題
に
な
.
る
の
は
、
第
十
二
章
左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係
で
述
べ
.

た
仰

μλ
以
上
で
あ
れ
ば
下
降
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
以
下
方
は
上
昇
す
る
傾
向

。
が
あ
る
事
象
で
あ
る
。
測
定
部
位
が

ω
μ
A
以
上
で
あ
れ
ば
、
何
処
を
刺
激
し
て

も
抑
制
点
に
な
り
得
る
わ
け
で
古
る
、
そ
れ
で
次
の
様
K
考
え
て
み
た
.
0

即
ち
今
仮

り
に
却
ケ
所
で
測
定
し
て
、
、
刺
激
を
与
え
た
処

J
m
ケ
所
の

μ
A
盤
が
み
山
部
下
降
し

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
刺
激
を
与
え
た
良
導
絡
の
代
表
良
導
点
は
ω
μ
A
下
降
し
た

場
合
、

ω
ヶ
所
の
下
降
し
に

μ
A
量
を
合
計
し
却
で
創
っ
た
平
均
値
が
刊

μ
A
よ
り

小
な
れ
ば
、
唯
今
の
刺
激
は
そ
の
良
導
絡
に
は
抑
制
的
に
働
い
た
も
の
と
解
さ
れ
、

日

μ
A
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
そ
の
良
導
絡
に
対
し
て
興
奮
的
に
働
い
た
と
解
さ
か
る

前
者
の
様
な
結
果
を
得
る
良
導
点
を
抑
制
点
、

興
奮
点
と
い
う
と
と
托
す
る
。
側

第

二

項

実

験

後
者
の
様
な
結
果
を
得
る
良
導
点
を

11 
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川

実

験

装

置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

ω
実
験
方
法

患
者
の
代
表
良
導
点
却
ケ
所
で
通
電
抵
抗
を
測
定
レ
、

再
度
、
同
一
部
位
マ
通
電
抵
抗
を
測
定
し
た
。

ω
実
験
成
績

灸
刺
激
を
与
え
、
加
分
後

a.‘rt喝
第 81表

第

三

項

考

按

③
@
デ
ー
タ
ー
を
利
用
し
よ
う
。
各
例
の
刺
激
前
の
通
常

μ
A
霊
台
計
と
、
刺
激

・
直
後
の
そ
れ
を
求
め
た
o

そ
し
て
刺
激
直
後

μ
ル
盤
合
計
か
ら
、
刺
激
前
の
そ
れ
を

引
い
た
差
を
、
測
定
都
位
が
泌
ケ
所
で
あ
る
か
も
却
で
割
つ
"
で
平
均
指
を
求
め
る
。

・
そ
の
乎
均

μ
A
量
之
、
刺
激
を
与
え
た
良
導
絡
の
代
表
良
導
点
め
変
化
し
た
そ
れ
と

比
較
し

t
-
Fの
刺
激
し
た
良
導
点
が
興
奮
点
で
あ
る
か
、
抑
制
点
で
あ
る
か
を
き

め
る
わ
け
で
あ
る
。
斯
様
に
統
計
し
て
出
来
た
結
果
が
施
灸
に
よ
る
興
奮
点
と
抑
制

点
と
で
あ
る
ロ
出
回
∞
を
施
灸
す
る
と

ω
固
と
も
興
奮
性
が
抑
制
さ
れ
た
。

出回
ω
は
2
固
と
も
興
奮
性
が
高
ま
っ
た
。
国
乞
を
刺
激
す
る
と
6
回
の
内

4
性
は
興

奮
性
が
高
ま
り
、

2
回
は
興
奮
性
が
抑
制
さ
れ
た

o
C印
は
古
典
の
潟
点
に
相
当
す

る
ロ
〈
)
印
の
も
の
は
興
奮
性
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
国
三
は
古
典
で
は

潟
点
化
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
良
導
絡
で
は
抑
制
的
に

ω
回
と
も
働
い
て
い
る
。

随
っ
て
、
国
も
は
抑
制
点
と
し
て
良
い
良
導
.
点
と
調
え
る
。
国
も
は
古
典
で
は
潟
点

に
該
当
す
る
、
国
も
に
施
灸
刺
激
を
与
え
る
と
幻
回
の
内
U
回
は
興
奮
性
を
高
め
、

日
回
は
興
奮
性
を
低
め
た
色
乙
れ
怯
興
奮
点
と
も
抑
制
と
も
調
い
難
い
，
古
典
が
と

れ
に
よ
っ
て
み
一
部
正
し
い
、
或
は
経
絡
と
良
導
絡
は
か
な
ら
ず
一
致
す
る
と
は
調
え

な
い
わ
け
で
あ
る
。
古
典
・
で
は
出
。
M
〈
二
関
〉
は
永
久
に
潟
点
で
あ
る
。
科
学
的
に
研

究
さ
れ
た
良
導
絡
の
研
賀
で
は
出
も
は
抑
制
点
と
し
て
は
適
当
で
な
い
と
し
て
い
る

そ
し
て
他
民
適
す
る
抑
制
点
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
、
少
く
と
も
乙
ん
な
事
実
を
採
っ

τみ
τも
そ
れ
だ
け
科
学
的
検
査
の
研
究
結
巣
が
進
歩
し
た
と
調
え
る
わ
け
で
あ
る

第
四
項
.
結
・
諾
・

古
典
の
祷
穴
は
良
導
絡
の
興
奮
点
、
潟
穴
は
抑
制
点
と
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
の
で
.
ム
叩
旬
例
数
の
増
加
に
よ
っ
て
確
定
的
な

興
奮
点
、
.
抑
制
点
を
定
め
る
乙
と
が
出
来
る
が
、
古
典
の
教
え
る
模
型
は
必
ず
じ
も

全
面
的
に
肯
定
出
来
難
い
一
端
を
知
り
得
た
と
い
え
よ
う
。

刺
激
の
種
類
及
び
量
と
そ
の
良
導
絡
へ
の
影
響
に

関
す
る
研
究

第
十
五
章

第

一

項

緒

言

刺
激
の
=
一
大
要
素
と
謂
は
れ
る
o

刺
激
の
仕
方
、
強
さ
、
及
び
受
貯
方
、
乙
の
三
・

つ
に
よ
っ
て
、
そ
の
反
応
即
ち
刺
激
効
果
が
異
る
。
大
原
則
は
織
灸
刺
激
療
法
に
も

あ
て
は
ま
る
。
受
け
方
は
佳
物
と
い
ふ
複
雑
な
構
造
と
生
活
条
件
を
も
っ
た
も
の
に
'
¥

は
同
一
条
件
と
謂
う
の
は
却
々
な
い
が
、
刺
激
方
法
と
そ
の
強
さ
は
或
程
度
、
同
一

条
件
下
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
二
因
子
は
刺
激
療
法
の
手
技
を
決
ま

奇
も
.
の
だ
と
は
笹
川
の
説
く
処
で
あ
る
。
皮
内
鍛
1

灸
弘
注
射
針
.
ア
ス
ト
V

メ
ヂ

ン
等
の
刺
激
の
種
類
、
及
び
強
さ
は
、
銭
の
深
さ
、
刺
入
方
法
、
時
間
等
で
そ
の
刺

激
効
果
を
異
に
す
る
要
息
で
あ
る
。
受
け
る
条
件
即
ち
生
休
の
興
奮
性
入
実
際
問
題

と
し
て
は
体
質
等
の
因
子
は
色
々
の
表
現
の
仕
方
が
あ
る
が
左
右
表
裏
の
興
奮
性
の

高
い
側
.
低
い
側
と
一
調
う
分
類
法
に
す
る

b
、
第
十
二
章
、
第
十
三
章
の
左
右
哀
裏

良
滞
絡
の
関
係
で
は
刺
激
の
・
額
類
に
よ
っ
て
そ
の
反
応
の
型
が
呉
っ
て
い
る
事
柄
で

あ
る
σ
以
上
の
実
験
は
一
定
の
刺
激
の
強
さ
に
よ
.
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
忍
が
臨

床
的
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
て
強
さ
を
加
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

で
ど
の
様
な
条
件
の
時
ど
の
様
な
強
さ
の
刺
激
を
与
え
る
べ
.
き
か
を
知
る
必
要
が
あ



る
0

・本
実
験
は
右
越
の
刺
激
生
理
学
上
の
原
理
が
絃
灸
川
政
療
法
な
る
臨
床
方
面
K

何
の
織
に
活
用
さ
る
べ
き
か
を
窺
知
す
る
た
め
に
企
て
ら
れ
た

b
の
で
ゐ
る
。

第
ご
項

一
実

験

，

川

実
験
資
料

第
一
実
験

皮
内
鍛
刺
激
実
験
、
患
者
川
名

灸
刺
激
突
験
患
者
M
名

日
百
注
射
針
刺
激
突

験

4

名

ア
ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
刺
激
笑
験

2
名

第
二
笑
験

-

巾
山
者
均
名

ー

ω
笑
験
装
置

第
一
笑
験
、
第
ご
実
験
共
K
良
羽
成
句
流
盆
測
定
装
偲

ω
実
験
方
法

第

一
実
験
、
笠

一実
験
共

κ山
代
表
良

導
点
に
て
測
定
、
刺
激

叫

分

後

再

度

削

同
一
部
位
に
て
測
定
J

削

川

実

験

成

劉

判

官
民

第
一
実
験
①

mw@③
デ
ー

タ

ー

よ

り

も

利
政
の
租
類
と
受
け
方
の
条
件
に
分
類
川

し
て
、
モ
の
反
応
の
裂
を
求
め
た
。

刷

一一7一一

第
二
実
験
③
③
デ
ー
タ
ー

ト」
a
h
HJ

刺
激
前
と
一
底
後
で
M
一例
あ

り
‘
各
例
の
代
表
良
潟
点

の

J
A
録
を
合
計
し、

却

1

刑

制

例

制

川

町

制

で
割
っ
て
平
均
値
を
出
し

い

い

い

J
い
い

い

ト

ぃ

i

z
D
V「
勾
μ
A
1叫
丹
戸
市

a
μ

u
h
ぷ
白
川
U
M色
・

」
h
h
n抑
止

V
酔
rH一v.、台
L
r

し
ら
ベ
に

M
M

MJM

相
川
抑
制

'M4
門

川
A
F

? 
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第 83.，表 斗出

第
三
項

考

州
第
一
実
験
に
就
い
て

皮
内
鍛
別
加
を
左
右
良
潟
絡
に
就
い
て
興
奮
性
の
低
い
側
に
与
え
仁
場
合
、
G
、
A

K
型
が
多
く

-
m
例
中
剖
例
は
G
型
で
、
ど
ち
ら
の
興
密
性
も
抑
制
さ
せ
反
対
側
の

興
奮
性
が
掻
く
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
皮
内
鍛
は
、
刺
激
を
与
え
た
方
の
経

絡
は
怖
せ
ら
れ
、
反
対
側
は
協
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
よ
く

似
た
処
は
ゐ
る
が
以
上
の
様
な
相
違
が
あ
る
。
一
般
に
考
え
ら
れ
た
型
は
E
型
で

ω

例
中
日
例
あ
る
。
談
前
科
良
導
絡
の
関
係
で
は
興
奮
性
の
高
い
側
、
低
い
側
に
か
L
わ

ら
ず
.
ど
ち
ら
に
料
品
出
を
与
え
て
も
G
型、

A
型
が
多
い
。

ιれ
は
受
け
方
の
条
件

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
が
、
皮
内
鍛
の
独
特
の
性
格
を
現
は
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。

E
の
E
と
は
皮
一
内
線
は
興
奮
性
の
低
い
側
K
用
い
る

t
左
右
、
表
裂
の
関
係
で

綱
渡
的
に
働
く

ζι
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
云
ひ
得
ょ
う
。

灸
刺
激
で
は
、
左
右
表
裂
の
関
係
で
興
奮
性
の
低
い
側
広
刺
激
を
与
え
た
場
合
共

通
の
色
の
で
多
い
型
は

A
、
G
-
K
型
で
ゐ
っ
て
、
左
右
表
情
棋
に
対
し
て
制
強
的
民

働
い
て
い
る
。
叉
同
じ
く
右
右
表
裂
の
関
係
で
興
務
性
の
高
い
側
広
灸
刺
激
を
与
え

た
場
合
.
共
通
の

6
の
で
多
い
型
は

F
、

H
m-で
ゐ
っ
て
、
左
右
、
表
裂
に
対
し
て

制
撃
的
に
働
い
て
い
る
。
閉
山
っ
て
炎
は
受
け
方
の
糸
川
刊
に
よ
っ
て
、
四
円
密
性
の
高
い

• 

側
に
も
叉
低
い
側
托
行
っ
て
も
銅
盤
的
に
酷
い
て
い
る
。

れ
注
射
針
で
は

F
、
L
.
D
、
郡
一が
多
く
附
間
務
性
の
高
い
側
に
行
う
と
劉
毅
的
に

働
く
。

7
ス
ト
レ
メ
デ
ン
出
以
内
保
射
は
左
右
良
導
aA
の
興
恋
性
の
低
い
側
に
行
う
と

A
、
G
、
K
型
が
多
4
、
皮
内
銭
の
結
果
と
相
似
的
で
ゐ
る
。
皮
内
伝
作
用
せ
し
め

る
所
民
共
通
点
が
ゐ
る
。

同
第
ご
笑
散
に
説
い
て

判
例
の
別
代
表
良
導
点
の
合
計
の
平
均
一
地
電

μ
A
盈
を

.
0
t
o
μ
A
.
山
t
m
μ
A

m
μ
A
ト
か

μ
A
、
加

μ
A
l
m
μ
A
、
刊

μ
A
l
m
w
μ
A
、
ω
μ
A
l
m
μ
A
、

ω
μ
A
l
ω

μ
A
に
分
類
す
る
と
、
叫

μ
A
代
に
は
1
例
、
利

μ
A
代
に
は
い
同
例
、

刊

μ
A
代
に
は
一
白
例
.
ω
μ
A
代
民
は
9
例
、
初

μ
A
代
に
は
7
例
.
川

μ
A
代
に

は
5
例、

em
μ
A
以
下
で
は
l
例
ゐ
ヲ
に
。
平
均
通
低

μ
A
訟
が
多
い
の
も
少
い
の

も
ゐ
る
が
そ
の
干
均
は
β
μ
A
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
で
肋

μ
A
代
ぐ
ら
い
の
平
均

ー

按



値
を
も
っ
患
者
陀
は
一
般
的
な
普
通
刺
激
を
与
え
る
ロ
(
普
通
刺
激
と
は
ど
の
ぐ
ら

い
か
と
謂
う
と
未
だ
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
様
な
基
礎
的
な
定
義
の
様
な

も
の
は
委
員
会
を
作
っ
て
定
め
る
べ
き
で
あ
る
が
過
強
過
弱
な
ら
ざ
る
刺
激
を
意
味

す
る
。
第
五
章
、
で
の
べ
た
皮
膚
通
電
、
電
流
量
の
比
較
に
関
す
る
研
筑
に
於
て
、

通
電

μ
A
量
の
多
い
も
の
は
一
般
に
強
く
反
応
し
て
い
る
の
で
、
通
電

μ
A
量
の
多

い
良
導
絡
で
の
刺
激
は
弱
い
刺
激
で
相
当
強
く
反
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
μ
A

代
以
上
で
は
そ
の
刺
激
を
弱
い
震
に
ω
μ
A
代
以
下
で
は
刺
激
を
強
く
行
う
べ
き
だ

と
解
b
て
い
る
。

第

四

項

結

語

皮
内
織
は
左
右
、
表
裏
の
関
係
で
興
奮
性
の
低
い
側
に
用
い
る
時
は
調
整
的
に
働

く

と

と

が

多

い

。

、

・

2

灸
(
半
米
粒
大
8
壮
〉
刺
激
は
左
右
、
表
裂
の
関
係
で
興
奮
性
の
高
い
側
で
も
低

い
側
で
も
調
整
的
に
鋤
く
場
合
が
多
い
。

弘
注
射
針
は
、
左
右
叩
衣
装
の
関
係
で
興
奮
性
の
高
い
側
に
用
い
る
時
は
調
整
的
に

働
く
と
と
が
多
い
。

ア
ス
ト
レ
メ
ヂ
ン
皮
内
注
射
は
、
皮
内
鍛
と
よ
く
似
た
性
格
を
有
す
と
解
さ
れ
る

代
表
良
導
点
の
通
電

μ
・A
量
の
平
均
値
が
刊

μ
A
で
は
普
通
刺
激
、

ω
μ
A
以
上

で
は
少
し
弱
く
、

ω
μ
A
以
下
で
は
少
し
強
く
刺
激
す
る
乙
と
は
理
論
上
(
前
記
綾

述
)
適
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

第
十
六
章

全
良
導
絡
調
整
と
そ
の
分
訴
に
関
す
る
研
究

第

一

項

緒

言

金
良
導
絡
調
壊
は
、
古
典
の
本
治
法
を
想
は
し
め
る
処
の
多
分
K
存
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
本
治
法
に
つ
い
て
そ
の
梗
概
を
説
明
す
る
に
、
抑
も
漢
事
医
学
の
根
底
は

陰
陽
五
行
設
で
あ
る
ロ
陰
陽
紘
一
の
起
源
は
約
五
千
年
前
、
北
支
黄
河
流
域
に
於
て
伏

義
が
、
天
地
に
陰
陽
の
二
気
あ
る
乙
と
を
感
得
し
、
次
で
天
地
高
物
は
木
、

x.
土

金
、
水
の
五
元
素
よ
り
成
石
と
し
、
五
行
設
に
発
展
し
た
。
五
行
と
は
五
性
の
も
の

が
行
〈
め
ぐ
〉
り
行
(
め
ぐ
)
っ
て
熔
む
時
が
無
い
か
ら
五
行
と
称
し
た
と
調
わ
れ
て
い

る。

五
行
に
よ
る
高
物
の
区
別
は
「
五
臓
の
色
体
」
の
表
に
よ
っ
て
現
わ
さ
れ
て
い
る

-
①
五
臓
の
色
体

一

五

臓

一

肝

一

心

一

牌

一

肺

有

一

一
五
鮒
一
胆
一
小
腸
一
胃
一
大
腸
跨
脱
一

一

五

行

一

一

火

一

土

一

金

一

水

一

一
五
根
一
眼
一
舌
一
唇
一
鼻
一
耳
、
生
殖
器
一
経
絡
が
関
係
し
て
い
る

一
主
主
一
筋
一
血
脈
一
肌
肉
一
皮
一
骨
一
五
臓
が
養
う
所
の
も
の

一
五
支
市
一
毛
面
色
)
一
乳
ハ
唇
)
恵
一
肢
一
五
臓
の
精
気
の
発
す
る
所
要

一

五

墾

詠

一

経

一

合

一

井

一

栄

一

一
五
季
一
春
.
一
夏
一
土
用
一
秩
一
灸
一

.

4

一
五
色
一
宵
一
赤
賓
百
一
黒
一
病
人
の
体
表
に
現
わ
れ
る
色
・

1

一

五

番

一

眼

一

焦

・

一

番

一

陸

一

関

一

病

人

の

体

嘆

、

口

喫

第

一
五
味
一
酸
一
苦
一
対
一
半
一
般
一
五
臓
の
好
む
味

一
五
液
一
位
一
汗
一
誕
一
沸
一
睡
.
互
臓
が
主
る
分
泌
液

一
豆
志
一
魅
一
笑
一
思
一
慮
一
勧
一
五
臓
の
支
配
せ
る
感
情
・

一
五
夜
一
握
一
袋
一
峨
一
款
一
慎
一
五
臓
の
受
持
つ
役
割

一

五

感

耳

石

冨

一

燥

一

寒

一

五

臓

の

恕

む

外

気

内
経
、
難
経
に
あ
り
一
般
五
行
の
概
念
を
一
唱
で
知
る
に
便
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

乙
れ
は
例
え
ば
心
臓
疾
患
の
患
者
は
、
舌
に
異
常
が
現
わ
れ
、
夏
に
恕
く
な
り
や
す

く
.
顔
色
は
赤
く
な
る
乙
と
多
く
、
休
喚
は
焦
い
、
苦
し
も
の
を
好
み
、
汗
が
出
や

す
く
、
笑
い
や
す
く
そ
し
て
熱
を
悪
む
と
調
う
乙
と
で
あ
る
。
明
か
診
断
の
助
け
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
的
・

五
臓
が
五
行
民
所
属
す
る
の
と
同
ら
く
経
絡
に
も
五
行
が
あ
り
、
・
虚
す
る
と
き
は
、

そ
の
母
を
補
い
、
実
す
る
と
き
は
其
の
子
を
潟
す
と
謂
う
の
が
銭
灸
治
療
の
原
別
で

あ
る
。
そ
し
て
全
経
絡
の
虚
実
を
補
潟
し
調
整
す
る
こ
と
が
本
治
法
と
よ
ば
れ
る
治

療
法
で
あ
る
。
所
で
経
絡
の
虚
実
を
如
何
に
し
て
知
る
か
、
乙
の
事
が
問
題
に
な
っ

て
く
る
。
そ
れ
は
脈
診
に
よ
っ
て
知
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
今
そ
の
脈
診

K
，
つ
い
て

一
言
ふ
れ
る
。
阪
の
診
る
方
法
に
は
幾
稜
類
も
あ
る
が
、
三
部
九
候
論
に
つ
い
て
の

べ
る
と
J

「
=
一
部
と
は
寸
関
尺
な
り
、
九
候
と
は
九
つ
の
候
(
・
う
か
が
)
い
よ
う
な

b

寸
関
尺
三
部
と
も
に
‘
訟
の

/
1
浮
、
中
、
沈
の
三
つ
の
候
い
様
あ
り
先
づ
左
は
心

肝
腎
、
右
は
防
、
陣
、
命
門
、
(
心
包
)
と
覚
え
て
左
の
手
の
寸
部
に
て
浮
(
う
か
め
Y

て
、
小
腸
の
鵬
を
候
い
沈
〈
し
づ
め
〉
て
心
の
臓
を
候
い
、
叉
浮
な
ら
ず
、
沈
hu
ら
ず

中
程
.K
診
〈
と
り
〉
て
胃
の
気
を
候
う
な
り
、
又
左
の
手
の
関
部
に
て
浮
て
胞
の
蹄
を

候
い
沈
て
肝
の
臓
を
候
い
、
中
ほ
ど
に
診
ハ
と
つ
)
て
胃
の
気
を
候
う
、
叉
左
の
手
の

尺
部
に
て
浮
て
跨
脱
の
鵬
を
侯
い
、
沈
て
腎
の
臓
を
候
い
、
中
程
に
て
診
て
宵
の
気
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を
候
う
、
と
謂
う
様
に
し
て
、
各
臓
蹄
の
虚
実
を
診
る
と
い
う
。

ω以
上
の
様
に
服

診
に
よ
っ
て
各
経
絡
の
虚
実
を
知
り
、
虚
す
る
経
絡
に
は
補
す
る
刺
激
を
与
え
、
実

す
る
経
絡
に
は
渇
す
る
刺
激
を
与
え
て
-
金
経
絡
を
調
整
す
る
わ
け
で
あ
る
。

理
論
は
簡
単
で
あ
る
が
、
服
診
三
十
年
と
謂
わ
れ
、
三
十
年
の
臨
床
に
よ
っ
て
、
と

れ
を
・
よ
く
知
る
と
さ
れ
て
い
る
ロ
随
っ
て
斯
か
る
長
年
月
の
経
験
を
要
す
る
本
治
法

を
行
う
者
は
次
第
に
そ
の
数
を
減
じ
、
現
代
で
は
指
を
か
ぞ
え
る
程
し
か
な
い
と
思

わ
れ
る
ロ

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
鍛
灸
治
療
は
標
治
法
で
あ
り
、
現
代
的
な
言
葉
で
調
え
ば
対

・
称
療
法
で
あ
る
。

古
典
本
治
法
を
良
導
絡
に
照
合

L
て
み
る
と
、
そ
れ
は
金
良
導
絡
の
調
整
法
に
似
て

い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
全
良
導
絡
を
調
整
す
る
に
は
、
各
良
導
絡
閥
に
於
け
る

相
関
関
係
を
工
に
組
合
せ
て
行
う
。
そ
れ
に
は
左
右
良
導
絡
の
シ
ー
ソ
ー
現
象
、
表

裏
良
導
絡
の
シ
ー
ソ
ー
現
象
・
興
奮
点
、
抑
制
点
の
三
つ
を
利
用
す
れ
ば
全
般
的
に

調
整
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
左
右
良
導
絡
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
調
整
す
る
と
、
次

の
様
な
結
果
が
考
え
ら
れ
る
。

〈

A
例
)
心
良
導
絡
の
左
が
ω
μ
A
、
右
が
凶

μ
A
あ
っ
た
と
し
、
左
の

μ
A
量
の

少
い
側
に
皮
内
錫
刺
滋
を
与
え
る
と
、
左
の

μ
〉
量
が
増
加
し
、
シ
ー
ソ
ー
現
象
で

右
の

μ
A
量
が
減
少
し
、
左
右
の

μ
A
量
の
差
が
減
少
.
し
調
整
さ
れ
る
0

・
所
で
ζ

L

，
に
表
裏

ω関
係
を
入
れ
て
考
え
る
と
、

ハ
B
例
)
心
良
導
絡
の
左
が

ω
μ
A
、
右
州

μ
A
、
心
良
導
絡
に
表
裏
の
関
係
(
シ

ー
ソ
ー
現
象
)
を
な
す
、
小
腸
良
導
絡
の
左
ω
μ
A
、
右
仰

μ
A
と
し
て
、

A
例
と

同
じ
様
に
左
心
良
導
絡
に
皮
凡
鍛
刺
激
を
与
え
る
と
、
左
心
の
ω
μ
A
は
増
加

L
、

左
右
シ

l
ソ‘
1
関
係
で
右
心
の
初

μ
A
は
減
少
し
‘
表
裏
シ
ー
ソ
ー
関
係
で
左
小
腸

ω
μ
A
は
減
少
し
て
、
心
.
小
腸
、
良
導
絡
の
グ
ル
ー
プ
は
調
整
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
0

・

'

e

所
で
次
の
様
な
例
が
考
え
ら
れ
る
。

(
C
例
)
左
心
は
ω
μ
A
、
右
心
は

ω
μ
A
、
左
小
腸
却

μ
A
、
右
心
は
初

μ
A
の

様
な
場
合
、
・
左
右
差
だ
け
を
考
え
る
と
、
心
の
方
が
m
b
A
、
小
腸
で
は
ω
μ
A
で

あ
る
か
ら
、
前
と
同
様
、
左
心
に
・
皮
内
銭
刺
激
3

・4
え
る
と
。
左
心
の
ω
μ
A
は
増

加
し
、
左
右
シ
ー
ソ
ー
関
係
で
右
心
の

μ
A
量
は
減
少
し
、
表
裏
シ
ー
ソ
ー
関
係
で

‘，
 

左
小
腸
の
山

μ
A
は
減
φ
す
る
o

乙
れ
は
こ
の
心
、
小
腸
グ
ル
ー
プ
で
最
も
が
A
量

の
少
い
左
称
腸
が
減
少
す
る
乙
と
に
な
っ
て
調
整
を
意
味
し
な
い
。
か
え
っ
て
悪
い

結
果
を
示
寸
?
と
と
に
な
る
。
随
っ
て
左
右
を
調
整
す
る
だ
け
で
怯
、
表
装
関
係
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
乙
と
が
あ
る
と
謂
う
乙
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
様
な
悪
影

響
を
及
ぽ
さ
な
い
震
に
は
。
心
、
小
腸
、
肝
担
、
陣
胃
、
肺
大
腸
、
腎
、
勝
脱
と
謂

っ
た
。
左
右
、
表
裏
の
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
最
底
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
.
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
重
点
を
置
く
か
を
定
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

次
に
左
心
の

μ
A
を
増
加
さ
せ
る
震
に
皮
内
鍛
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ
は
刺

・一H

激
の
種
類
に
よ
っ
て
長
導
絡
の
興
哲
性
を
高
め
る
も
の
、
或
は
低
め
る
も
の
が
あ
る

そ
れ
を
利
用
し
た
の
な
あ
る
が
、
良
導
絡
上
に
は
そ
の
良
導
絡
の
興
密
性
を
低
下
さ

・
せ
.
る
良
導
点
と
が
あ
る
乙
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
随
っ
て
、
興
奮
怜
を
高
め

る
皮
内
錨
の
様
な
刺
激
は
興
奮
点
に
用
い
る
と
、
特
に
そ
の
成
績
が
良
い
と
考
え
ら

れ
、
・
弘
注
.
射
針
の
様
な
良
導
絡
の
興
奮
性
を
低
下
さ
せ
る
も
の
は
抑
制
点
に
用
.
い
る

と
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
皮
内
鍛
弘
注
射
針
の
用
い
難
い
部
位
に
は
・
灸
が
適
し
て
い

る。理
論
的
に
み
る
と
、
以
上
の
様
に
し
て
、
左
右
)
表
裏
の
シ
ー
ソ
ー
現
象
と
興
奮
点

抑
制
点
を
利
用
す
れ
ば
全
良
導
絡
を
調
整
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
。
乙
の
様
な
理
論

か
ら
出
発
し
て
、
各
疾
患
の
代
表
良
導
点
で
測
定
し
た
通
電

μ
A
量
の
ヂ
い
も
の
は

抑
制
点
を
利
用
し
お
そ
れ
盤
の
少
い
も
の
は
興
奮
点
を
利
用
し
て
、
.
は
た
し
て
調
整

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
し
ら
べ
て
み
た
訳
で
あ
る
。
即
ち
.
臨
床
の
実
際
に

右
述
の
著
者
理
論
が
適
用
性
を
何
の
位
持
っ
か
に
就
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
，

第

二

項

実

験

ω
実
験
資
料

患
者
知
名ω
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

・

/

仰

実

験

方

法

却
代
表
良
導
点
に
て
』
定
、
刺
激
別
分
後
、
再
度
同
一
部
位
に
て
測
定

恥
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験
成
績
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第
三
項

考

按

J回 A.第 86表

第 85衰

ゐ
一
良
導
絡
を
調
整
す
る
と
、
去
の
患
者
の
症
状
が
消
失
或
は
減
少
す
る
場
合
が
£

ぃ
。
調
整
す
る
と
、
そ
の
疾
患
が
早
く
治
る
と
謂
う
デ
ー
タ

1
は
未
だ
十
免
措
ふ
儲

に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
苦
痛
が
軽
減
し
、
早
く
治
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
会

良
導
絡
の
調
整
は
全
身
の
自
律
神
経
の
拾
抗
バ
ラ
ン
ス
就
中
交
感
神
経
の
ア
ン
ラ
フ

ン
ス
の
調
整
と
解
さ
れ
、
交
感
神
経
の
調
整
K
従
っ
て
別
交
感
神
経
の
調
整
4
8
考
え

ら
れ
る
と
解
し
度
い
。
此
意
味
に
於
て
‘
金
身
の
自
律
神
経
の
調
殺
を
も
意
味
す
る

と
云
ひ
度
い
-
③
デ
ー
タ
i
の
日
例
を
分
析
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

刺
激
前
の
JM
例
の

μ
A
量
の
合
計
平
均
は
』
0

・3h〉
で
あ
る
。
刺
激
紛
分
後
の
ぬ

例
の

μ
A
霊
合
計
平
均
は
&
・
品
、
〉
で
あ
る
。

ζ
れ
は
刺
激
怪
よ
っ
て
ω
μ
A
K
近

づ
乙
う
と
す
る
性
質
が
現
わ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
ハ

ω此
F
A
K
近
づ
く
乙
と
は

十
二
輩
、
左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係
に
於
て
述
べ
た
。
〉

.

J

①
平
均
値
よ
り
の
ば
ら
つ
き
の
差
の

μ
例
合
計
平
均
ハ
平
均
値
よ
り
の
バ
ラ
ツ
キ
の

差
の
合
計
平
均
と
謂
う
の
は
、
各
例
で
刺
激
前
と
刺
激
後
に
分
け
て
、
例
え
ば
@
デ

ー
タ

1
・
、
例
l
の
刺
激
前
、
初
、
初
、
郎
、

ω
、
ω
、
ω
、川刷、

ω
1
%
、
初
、

ω

問、

ω
.
ω
.
川
刷
、
代
別
、
旬
、
.
台
、
旬
、
必

μ
A
を
合
計
し
て
却
で
創
る
と
平
均
値

が
出
る
。
乙
の
平
均
値
は
戸
き
割
る
却
で
一
ω
で
あ
る
。
そ
れ
で
一
∞
と
、
.
例
1
の
刺
激

前
の

μ
A
霊
と
の
差
を
求
め
た
。
す
る
と
、

o、
却
、
初
、

0.
、
5
1
5
、
目
、
初

却
、
部
、
郎
、
幻
、

5
、
5
、
時
、

o
、

o
、
山
幻
、
刊
を
得
た
乙
の
合
計
は

M
Z
で
あ
る
。
例
1
の
刺
激
後
の
バ
ラ
ツ
キ
の
差
の
合
計
は
お
H

で
あ
る
の
で
、
刺
激

j

伺
よ
っ
て
合
計
平
均
よ
り
の
〆
ラ
ツ
キ
の
差
は
減
少
し
た
わ
け
で
あ
る
ロ

ζ

の
様
な

合
計
平
均
よ
り
の
.
て
ァ
ツ
キ
の
差
を
刺
激
前
と
刺
激
後
に
分
け
て
、
日
例
づ
っ
合
計

し
、
例
数
で
割
り
(
時
で
制
り
〉
そ
れ
を
又
、
代
表
良
導
点
の
数
(
却
で
創
る
〉
で
割
っ

た
も
の
が
、
平
均
値
よ
り
の
バ
ラ
ツ
キ
の
差
の
日
例
合
計
平
均
で
あ
る
。
)

以
上
の
平
均

μ
A
は
刺
激
前
で
は

5
・M
4
h
h
〉
刺
激
却
分
後
で
は
∞
-
M
p
h
h
〉
と
減
少
し

て
い
る
。
乙
の
乙
と
は
刺
激
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ツ
キ
が
減
少
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。①
最
高
通
億

μ
A
盤
と
最
低

μ.A
霊
の
差

刺
激
前
と
刺
激
後
と

K
分
け
て
、
各
例
の
最
高

μ
A
量
と
最
低

μ
A
盛
と
の
差
を
M
W

例
合
計
し
、
M
M

で
創
っ
て
平
均
値
を
求
め
た
。
.
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刺
激
前
の
最
高
と
最
低
・
の
を
平
均
は
従

μ
A
b

刺
激
山
分
後
の
そ
れ
は
紛

μ
A
、
で
あ
っ
て
、
刺
激
に
よ
っ
て
、
最
高
と
最
低
の
差

t

が
減
少
し
て
い
る
。

衣
で
④
デ
ー
タ
ー
を
分
訴
し
て
み
た
。

①
刺
激
前
U
例
の

μ
A
量
を
合
計
し
て
平
均
値
を
求
め
た
、
山
ω
μ
A
、
刺
激
加
分
後

の
M
例
の

μ
A
量
を
合
計
し
て
平
均
値
を
求
め
た
ロ

ω
μ
A
。
③
J
7
1
グ
ー
で
は
、

刺
激
前
の
平
均
値
の
方
が

μ
A
盤
が
高
く
刺
激
に
よ
っ
て

μ
A
量
が
減
少
し
ω
μ
A

.
に
近
づ
い
た
が
④
デ
1
グ
ー
で
は
刺
激
前
の
平
均

μ
A
盤
が
高
く
刺
戟
に
よ
っ
て

μ

A
盤
は
培
加
し
て
ω
μ
A
量
に
近
づ
い
て
い
る
。
乙
の
様
な
結
果
が
あ
っ
た
の
で
@

デ
ー
タ
!
と
③
デ
ー
タ
1
の
ニ
つ
に
分
訴
し
た
。

①
④
デ
ー
タ
I
平
均
値
よ
り
の
バ
ラ
ツ
キ
の
差
の
日
例
合
計
平
均
、

刺
激
前
の
平
均
は
ち
・
∞
な
〉
、
刺
激
別
分
後
の
平
均
値
は
さ
-
A
P

で
少
し
減
少
し
て
い

る。①
刺
激
前
と
刺
激
後
の
最
高

μ
A
霊
と
最
低

μ
A
盤
の
差
。

刺
激
前
の
最
高
最
低

μ
A
盤
の
差
平
均

S
-
H

‘

刺
激
別
分
後
の
最
高
最
低

μ
A
盤
の
差
必

あ
ま
り
変
化
は
無
い
様
で
あ
る
が
。
-
H

減
少
し
て
い
る
。

③
と
③
の
デ
1
グ
ー
を
合
せ
る
と

①
刺
激
前
泌
例
の

μ
A
量
合
計
平
均
は

8
・J
〉、

刺
激
別
分
後
の
却
例
の

μ
A
量
合
計
平
均
は
丘
・
戸
、
〉
で
あ
っ
た
。

①
平
均
値
よ
り
の
バ
ラ
ツ
キ
の
差
の
却
例
合
計
平
均

刺
激
前
F
0
・
切
な
〉
、
刺
激
別
分
後
匂
・
ω
な
〉

①
最
高
と
最
低

μ
A
量
と
の
差
平
均

刺
激
前
会
-
r
h

〉
、
刺
激
別
分
後

2
・H
h
h

〉
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
①
@
③
④
デ
ー
タ
I
の
刺
激
前
の
却
ケ
所
に
於
け
る
代
表
良
導
点
の
必
人
ゐ

平
均

μ
A
は

次

の

如

く

で

あ

る

。

-

以
上
必
ケ
所
の
合
計
は
∞
o
a
・
£
〉
で
、
そ
れ
を
別
で
割
っ
て
平
均
す
る
と
き
・
ω
と

な
り
、

A
W
μ
A
が
全
部
の
平
均
値
で
あ
る
。

第 87表

第

四

項

結

語

初
代
表
良
導
点
の
電
流
盤
(
μ
A
量
)
を
測
定
し
、
特
に

μ
A
量
の
多
い
良
導
絡
に

は
そ
の
良
導
絡
上
の
抑
制
点
に
刺
激
を
与
え
、
特
に

μ
A
霊
の
少
い
良
導
絡
に
は
、

そ
の
良
導
絡
上
の
興
奮
点
に
刺
激
を
与
え
、
そ
し
て
、
再
度
却
分
後
に
初
代
表
良
導

点
で
測
定
す
る
と
.
別
代
表
良
導
点
は
ω
μ
A
K
近
づ
く
傾
向
が
あ
び
)
却
代
表
良

導
点
の

μ
A
霊
合
計
平
均
値
よ
り
、
訟
の
/
1
1
の
差
の
合
計
ハ
バ
ラ
ツ
キ
)
は
減
少

・
し
、
そ
れ
に
最
高

μ
A
霊
と
最
低

μ
A
盤
の
差
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
、
即
ち
金

良
導
絡
が
調
整
さ
れ
て
く
る
場
合
が
多
い
。
側

第
十
七
章

反
応
良
導
点
に
関
す
る
研
究

-ー

第

一

項

緒

言

反
応
良
点
と
は
疾
患
に
よ
っ
て
現
わ
れ
た
良
導
点
の
乙
と
で
あ
る
。
良
導
点
が
大

体
に
疾
患
に
よ
っ
て
鮮
明
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
良
導
点
は
皆
反
応
良
導
点

で
あ
る
。
し
か
し
、
此
処
で
調
う
反
応
良
導
点
は
、
胃
疾
患
に
よ
る
)
胃
良
導
絡
上

の
良
導
点
だ
け
で
な
く
、
他
の
色
々
の
良
導
絡
上
に
良
導
点
が
鮮
明
に
現
わ
れ
る
乙

と
が
多
い
。
そ
し
て
、
乙
の
良
導
点
が
治
療
点
に
な
る
乙
と
も
多
い
。
然
し
、
反
応

良
導
点
即
ち
、
治
療
点
は
早
合
点
で
あ
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
鍛
灸
療
法
は
一
般

に
は
.
標
治
法
と
調
わ
れ
る
対
称
療
法
で
あ
っ
て
、
疾
患
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
反
応
圧

痛
点
を
治
療
点
に
し
て
い
る
。
故
に
圧
痛
点
も
か
な
ら
ず
治
療
点
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
。
永
年
の
経
験
で
何
疾
患
は
ど
こ
に
圧
痛
が
出
る
乙
と
が
多
い
と
か
、
何
処

を
刺
激
す
る
と
、
そ
の
疹
摘
が
止
る
と
調
っ
た
様
な
乙
と
を
知
っ
て
い
る
。
乙
の
様

な
位
置
が
経
穴
名
で
示
さ
れ
、
何
穴
は
伺
病
に
効
く
と
謂
わ
れ
て
い
る
。
良
導
点
と
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圧
痛
点
は
一
致
す
る
乙
と
が
多
い
が
一
致
し
な
い
乙
と
も
あ
る
。
私
見
で
は
圧
痛
点

は
銭
の
治
療
点
に
適
し
、
良
導
点
は
灸
の
治
療
点
に
適
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
ロ
叉
良
導
点
と
反
対
に
電
流
の
特
に
通
り
難
い
不
良
導
点
が
治
療
点
に
な
り

得
る
ζ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
良
導
点
の
位
置
は
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
く
。
刺
激
に

よ
っ
て
・
良
導
点
が
消
失
し
た
り
叉
新
し
く
出
来
た
り
移
動
し
に
り
す
る
。
叉
体
位
に

よ
っ
て
も
変
る
も
の
で
あ
る
。
阿
是
の
穴
と
は
少
し
く
異
っ
た
意
味
に
於
て
然
り
で

み
る
。
随
っ
て
腰
痛
の
様
な
場
合
、
五
常
坐
位
で
良
導
点
を
求
め
、
叉
腰
を
ね
じ
て

痛
み
の
起
る
様
な
体
位
で
良
導
点
を
求
め
、
そ
の
ま
L

の
姿
勢
で
治
療
し
た
・
方
が
良

い
様
な
場
合
が
出
て
く
る
。
A
疾
患
に
は
B
穴
が
効
く
と
経
験
上
謂
わ
れ
て
い
る
、

そ
れ
で
右
述
の
如
き
見
地
か
ら
A
疾
患
で

B
穴
附
近
の
良
導
点
を
求
め
て
鍛
刺
激
を

与
え
て
み
て
、
そ
の
効
果
を
じ
ら
べ
た
ロ

第

ご

項

実

験

・

‘

川
実
験
資
料

実
験
1

左
下
歯
痛
ハ
全
般
〉
荒
O
昌
。
“
才
男

実
験
2

左
下
歯
痛
(
一
本
〉
弁
O
康

O

泌
才
女

実
験
3

下
口
唇
フ
ル
ン
ケ
ル
林
O
子

鈍

才

女

実
験
4

鼻

閉

.

中

O
千
O
子
路
才
女

実
験
5

扇

桃

腺

炎

中

O
勝

0

8
才
男

実
験
6

急

性

胃

炎

鈴

O
千
O
M
W
才
女

実
験
7

下

腹

痛

友

O
初

O

U
才
女

・
実
験
8

右

肩

倦

怠

感

藤

O
作

O
郎
臼
才
男

実
験
9

属
の
乙
り

実

験

日

痔

=

一

O
重
O
ω
才
男

ω
実
験
装
置

良
導
点
探
索
装
置
刺
激
は
弘
注
射
針

例
実
験
方
法

一
極
を
患
者
に
擾
ら
せ
、
他
の
一
極
で
、
そ
の
疾
患
に
効
く
と
調
わ
れ
て
い
る
経

穴
附
近
を
測
定
し
、
大
き
い
音
の
出
た
所
に
印
を
つ
げ
、
摘
録
し
た
。

川
実
験
成
績

左
出
会
え
混
溜
)
附
近
に
長
さ
い
・
u
o
E
S
、
巾
。
・
旬
。
E
E
の
反
応
良
導
点
が
現

わ
れ
た
。

左
出
会
叶
〈
混
溜
)
に
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

出
三
(
合
谷
)
花
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

国
も
(
列
依
)
両
側
に
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

左
右
出
回
。
(
孔
最
〉
に
反
応
良
導
点
以
現
わ
れ
た
白

左
右
司

3
5〈
梁
丘
)
に
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

左
右
民
ゆ
え
腸
谷
v
k
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

右
出
ロ
ス
孔
最
)
、
右
民
ω
白ハ
mm
門
)
、
右
民
も
〈
箆
道
〉
右
出
u
H
。
ハ
三
里
〉
、

右
回
日
。
〈
四
演
〉
、
右
国
立
ハ
腸
池
〉
に
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

屑
か
ら
頚
に
か
け
て
、

mtω
ぐ
ら
い
良
導
点
が
現
わ
れ
.
る
、
一
定
の
形

態
は
未
だ
不
明
な
る
も
幾
条
も
の
線
が
現
わ
れ
る
ζ

と
が
多
い
。

実

験

山

田
M
a
ハ
孔
最
〉
、
司
弘
太
百
会
〉
托
反
応
良
導
点
が
現
わ
れ
た
。

第

三

項

考

・

按

全
身
を
測
定
す
な
ら
ば
以
上
施
鎖
し
た
良
導
点
以
外
に
多
く
の
反
応
良
導
点
を
発

見
す
る
ζ

と
が
出
来
る
が
、
今
ま
で
の
経
験
上
、
そ
の
疾
患
に
効
く
と
謂
わ
れ
て
い

る
経
穴
附
近
民
度
導
点
を
求
め
て
、
施
錨
し
、
そ
の
結
果
を
み
た
。

実
験

l
下
歯
痛
は
大
腸
経
の
混
溜
が
良
い
と
謂
わ
れ
て
い
る
、
上
歯
痛
で
は
阪

陰
命
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
下
歯
痛
が
全
般
的
で
あ
っ
た
の
で
良
導
点
が
幾
っ
か
癒

.
合
し
て
棒
状
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
門
歯
の
反
応
良
導
点
、
犬

歯
臼
歯
の
そ
れ
が
別
々
に
含
ま
れ
て
い
る
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
反
応
良
導
点
の

5
ケ
所
に
弘
注
射
針
で
施
鎖
し
た
所
S
分.

後
.
民
一
鎮
痛
し
た
。
但
、
攻
み
し
め
る
と
痛
み
は
残
っ
て
い
た
。

実
験

2

%
注
射
針
の
施
鋸
に
よ
っ
て
直
に
痛
し
た
。

実
験
8

軽
い
う
づ
き
が
国
立
施
鋸
に
よ
っ
て
直
後
鎮
痛
し
た
。

実
験
4
出
も
施
銭
に
よ
っ
で
鼻
閉
感
が
無
く
な
っ
た
。

実
験
5

国
主
施
銭
に
よ
っ
て
扇
桃
腺
炎
で
唾
を
の
み
乙
む
嬉
痛
は
直
託
銀
痛
し

た
。
同
り
ω
叶
〈
復
溜
〉
を
加
え
る
と
良
い
。

実
験
6

梁
丘
は
胃
蜜
畿
の
嬉
痛
に
良
い
と
謂
わ
れ
て
い
る
。

実
験
1

実
験
2

実
験
8

実
験
4

実
験
5

実
験
6

実
験
7

実
験
8

実
験
9

州三
M
H
M

を
施
鋸
し



た
所
数
分
で
銭
痛
し
た
。

実
験
7

国
も
は
手
で
あ
る
の
で
下
腹
痛
に
、
は
た
し
て
効
果
が
あ
る
か
、
疑
問

K
思
い
な
が
ら
施
鎖
し
た
所
直
に
銭
痛
し
に
。
下
腹
痛
の
原
因
は
不
明
、

実
験
8
同
側
の
前
購
の
反
応
良
導
点
の
全
部
民
施
錯
し
た
所
直
に
そ
の
倦
怠
感

は
と
れ
た
。

実
験
9

.
頚
屑
背
部
に
現
わ
れ
た
反
応
良
導
点
全
部
に
三
番
銭
、
寸
六
で
施
録
し

た
、
直
に
屑
の
乙
り
感
が
無
く
な
る
者
と
、
凶
数
分
後
、
加
分
後
に
無
く
な
る
も
の

が
多
く
、
効
果
の
現
わ
れ
難
い
者
は
肥
満
し
た
者
が
多
い
。

実
験

ω
田
弘
H

を
施
銭
し
た
だ
け
で
痔
の
痛
み
は
鎮
痛
し
た
。
同
志
で
も
痔
の

痛
み
は
鎮
痛
す
る
。

以
上

ω
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
ぬ
が
、
経
験
上
相
当
の
効
果
を
得
て
い
る
。
乙
の
少

数
治
験
例
は
特
に
効
果
の
あ
っ
た
も
の
を
あ
げ
た
の
で
は
な
い
。

第

四

項

結

語

経
験
上
知
り
得
に
、
疾
患
に
対
す
る
経
穴
部
附
近
の
良
導
点
に
施
鍛
す
る
と
、
感

痛
あ
る
疾
患
で
は
錫
痛
し
、
そ
の
症
状
が
消
失
或
は
減
少
す
る
乙
と
が
多
い
ロ
側

第
十
八
章

統

括

及

ぴ

結

論

一---13...... ー

良
導
絡
は
皮
膚
乃
至
体
表
面
に
於
け
る
一
連
の
交
感
神
経
の
興
奮
性
が
高
ま
る
乙

と
に
よ
っ
て
生
ず
る
パ
タ
ー
ン
で
、
内
臓
疾
患
を
有
す
る
も
の
に
は
鮮
明
に
現
は
れ

て
く
る
。
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
良
導
絡
は
左
右
で
M
条
あ
り
、
臓
器
と
各
々
内

臓
体
表
面
部
反
射
ハ
マ
ツ
ケ
ン
ヂ
!
氏
原
理
)
を
想
は
し
め
る
関
聯
性
が
あ
る
。
其

の
パ
タ
ー
ン
の
形
態
は
古
典
の
経
絡
と
相
似
的
で
あ
る
ζ

と
が
多
い
。
且
つ
古
典
陰

陽
五
行
説
の
哲
理
を
想
は
し
む
べ
き
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
く
似
た
性
質
が
良
導
絡
に

も
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
相
生
、
相
越
線
の
方
向
を
示
す
、
五
伝
導
方
向
、
相
生
関
係

を
示
す
興
奮
線
、
相
魁
関
係
を
示
す
、
抑
制
線
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
六
部
定

位
で
診
る
服
診
の
如
き
は
荒
唐
無
稽
と
思
は
れ
な
い
所
が
あ
る
。
左
右
の
良
導
絡
に

は
シ
ー
ソ
ー
関
係
が
あ
り
、
.
表
裏
良
導
絡
に
も
シ
ー
ソ
ー
関
係
が
.
あ
る
。

総
て
の
良
導
絡
上
に
は
、
そ
の
興
奮
性
を
高
め
る
興
奮
点
と
、
そ
れ
を
低
下
さ
せ

る
、
抑
制
点
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
刺
激
の
種
類
や
強
さ
と
刺
激
の
受
け
方
の
条
件

に
よ
っ
て
、
そ
の
反
応
の
型
即
ち
興
奮
性
の
上
下
を
予
想
す
芯
乙
と
が
出
来
る
?
以
珂

上
の
様
な
、
左
右
、
表
裏
の
、
シ
ー
ソ
ー
現
象
、
興
奮
点
、
抑
制
点
、
刺
激
の
種
類
と
一

受
け
方
に
よ
る
反
応
の
4
つ
を
組
合
せ
る
と
、
全
良
導
絡
を
調
整
す
る
ζ

と
が
出
来
一

る
。
全
自
議
絡
の
調
整
は
全
身
の
自
律
神
経
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を
意
味
し
、
一

金
良
導
絡
が
調
整
さ
れ
る
患
者
で
は
そ
の
症
状
が
消
失
と
'
或
は
軽
減
す
る
乙
と
が
一

多

い

。

‘

・

一

以
上
の
金
良
導
絡
調
整
法
は
古
典
の
本
治
法
に
よ
く
似
て
居
り
、
疾
患
に
よ
っ
て
一

現
は
れ
る
反
応
良
導
点
を
刺
激
す
る
と
、
そ
の
症
状
が
消
失
、
或
は
軽
減
す
る
。
乙
一

れ
は
古
典
で
云
う
標
治
法
に
多
分
の
関
聯
を
も
っ
て
い
る
。
但
し
良
導
絡
は
古
典
の
一

経
絡
応
対
す
る
証
明
と
早
合
点
す
る
人
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
学
問
の
論
理
化
と
い
ふ
一

見
地
か
ら
当
っ
て
い
な
い
。
哲
学
、
宗
教
、
美
術
、
政
治
は
あ
っ
て
も
科
学
の
な
い
一

支
那
で
組
み
立
て
ら
れ
た
銭
灸
理
論
と
偶
々
其
の
成
果
が
一
致
し
て
も
、
そ
れ
は
一
一

方
が
他
の
科
学
的
証
明
だ
と
は
云
え
な
い
。
即
ち
古
法
の
も
つ
命
題
の
検
証
で
は
な
一

〈
鍛
灸
刺
激
療
法
の
中
陀
伏
在
す
る
科
学
的
治
効
機
転
を
究
明
し
、
新
し
い
皮
蔚
刺
一

激
療
法
に
ま
で
発
展
せ
し
め
る
震
の
基
礎
的
研
賓
の
成
果
で
あ
る
。
一

良
導
絡
が
如
何
に
経
絡
と
相
似
的
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
良
く
↑

似
て
い
る
だ
け
で
同
一
を
意
味
し
な
い
0

・

・

一

古
人
が
経
験
上
自
律
神
経
の
機
能
の
変
化
や
之
に
関
す
る
一
連
の
反
射
機
転
を
み
一

て
経
絡
と
名
づ
け
た
も
の
と
考
え
る
と
、
同
じ
も
の
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
一

も
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
経
絡
の
性
質
は
大
局
を
つ
か
ん
で
い
る
哲
理
を
も

っ

て

い

た

と

し

か

云

え

ま

い

。

.

但
し
経
験
を
土
台
と
す
る
鍛
灸
医
術
な
る
刺
激
療
法
は
従
え
.
帰
納
命
題
に
歪
み

を
生
ず
る
処
は
あ
っ
て
も
臨
床
上
非
常
に
役
立
つ
、
即
ち
有
効
の
刺
激
療
法
に
は
違

い
な
い
。

本
研
究
の
成
果
は
そ
の
哲
理
の
あ
る
処
の
一
端
に
科
学
的
の
裏
附
け
を
し
た
事
に

な
る
と
い
ふ
観
方
古
出
来
よ
う
が
、
新
た
に
出
発
し
た
刺
激
療
法
の
科
学
的
の
成
果

が
、
古
法
の
理
に
も
一
致
す
る
処
が
多
い
と
着
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ハ
稿
を
終
る
に
臨
み
、
終
始
御
懇
篤
な
る
御
指
導
と
御
校
関
の
労
を
賜
っ
た

思
師
笹
川
久
吾
教
授
に
対
じ
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
〉
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